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１．研究計画の概要 
建築史研究において伝統的に日本的な方法
である「建築考古学」をフランスの比較的小
規模のロマネスク建築に適用し、ロマネスク
建築が中世の社会や人々の心性の中でどん
な形で、如何なる意味を持って建設されたの
かを明らかにする。当時、建築を実際に構想
した者たちや実際に建てた建造者たちが、実
際に何を考え、何を意図し、何を実現したの
か、建設の現場で、実際に何が考えられ、何
が行われ、何が起こっていたのかを、そして
それらが当時の社会の中でどのように考え
られていたのかを、モノとして眼前に存在す
る建築物の石や柱や細かな寸法を詳細に観
察し、記述し、記録し、分析し、考察し、建
物そのものに語らせしめる。モノを対象に行
われる「考古学」が、建築物を通して浮かび
上がらせるロマネスク建築の社会精神史研
究である。特に、西洋の研究者の間では未開
拓の分野である寸法・尺度の建築考古学に重
点を置き、日本的方法がロマネスク建築研究
においても一定の有効性があることを示す。
また、フランスの専攻的研究者との交流を密
にし、調査で得られた情報の共有をはかり、
ヨーロッパにおいても近年注目を浴びてい
る建築考古学が伝統的な日本の方法である
こととその有効性をフランスに発信する。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）平面の実測を中心としたロマネスク教
会堂の建築考古学調査を、既に 12 の教会堂
について実施した。軸のずれ、直交直角から
の歪み、数々のイレギュラーを再現した実測

平面図も、既に 8の教会堂について作成して
いる。 
（2）実測データ、実測平面図をもとに教会
堂建設に用いられた物差し、教会堂に与えら
れた寸法の分析を行っている。尺度導出の方
法は概ね確立し、各教会堂について使用され
た尺度、各部寸法を明らかにしている。ある
種の傾向を引き出せる感触を得ている。 
（3）建築考古学調査、実測調査、導出した
尺度・寸法をもとに、建築計画法、建設過程、
建設法の考察を、調査を行った建築について
行い、これまで気付かれずに来た幾つかのロ
マネスク建築のあり方が明らかになって来
ている。内陣の矩形部や交差部の重要性、内
陣と身廊の様々なレベルでの断絶、装飾プロ
グラムの意味、などについては既に若干の成
果の発表を行った。 
（4）実測を中心とする建築考古学の方法が
日本的建築史研究の方法であり、これがロマ
ネスク建築研究についても有効であること
を、フランスの専攻研究者たちとの不断の協
力関係を通して理解してもらう努力を行っ
ている。目下フランスで注目を浴びている建
築考古学は基本的に日本の方法であること
等、理解を示す研究者も現れ、フランスでの
ロマネスクに関する学術論文の幾つかに日
本建築についての言及が現れた。 
（5）建築考古学という方法論を共通の場と
して日本建築史研究とフランスの中世建築
研究の交流を図るべく、日仏シンポジウムや
日仏の研究者での共著を計画している。関係
するフランス人研究者による日本でのシン
ポジウム等には積極的に関与し、日本的研究



方法の発信を行っている。中世建築分野での
著名研究者も招聘し日本建築を紹介し、日本
的方法の建築考古学の理解を広めつつある。 
（6）上記（5）との関係で、極力フランス投
での研究成果の公表に務め、既に国際学会で
二度の研究発表を行った他、フランスの関大
学等でのセミナーでも発表等を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
（理由）実際の調査に関しては協力を得られ
る幾つかの公的、学術的団体が現れ、きわめ
て順調である。調査結果の図面化、整理・保
存、情報の共有化に関しては概ね順調である
ものの、調査自体の展開からは僅かながらの
遅れが見られる。研究室が所蔵する 35mm ス
ライドのデジタルデータ化は、ほとんど手を
付けられない年度もあり最も遅れている項
目である。研究成果やけや日本的方法のフラ
ンスへの発信に関しては、当初は多少の困難
を予想していたが計画以上に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
35mm スライドのデジタルデータ化は、必要最
低限のものにとどめ、当初計画していた、現
有資料、データのアーカイブ化計画の重要度
を低くする。調査とフランスへの発信という、
ともすると相手側の状況に左右され勝ちな
項目が、フランス側の協力者にも恵まれ、今
までの所きわめて順調に来ているので、この
点に重点を置いて研究を遂行して行く。本年
度からの後半部分は、当初よりその予定であ
り、大きな計画変更ということではない。ま
た調査結果の分析、考察等を効率化して、成
果をより多く迅速に具体化して、出来る限り
数多くフランスでの発表を心がける。フラン
スでの講演や学術論文をフランスでの出版
物に掲載することが重要目標の一つとなる。
また方法論をめぐる日仏シンポジウムを目
指したフランスとの協力関係も考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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